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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.生活デザイン・文化に関する情報交換会 2016年4月1日 生活環境学科生活デザインコースのカリキュラム整理

2 作成した教科書、教材
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.生活環境学科担任代表 2017年4月1日 　

2.生活造形学科担任代表 2015年4月1日2017年3月31日 　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.専門社会調査士 2010年10月 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.附属ミュージアム準備室常任委員会　副委員長 2019年4月1日 　

2.生活美学研究所研究員 2019年4月1日 　

3.附属ミュージアム準備室運営委員 2016年4月1日2018年3月31日 　

4.共通教育委員 2014年4月1日2017年3月31日 　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.ファッションの哲学 単 2019年12月 ミネルヴァ書房 ファッションとは、衣服のことではない。それは、ひとつの考え方

　 　 30日 　 のことだ。あるいは、 私たちの時代特有の、ユニークな世界観と言

　 　 　 　 い換えてもいい。ファッションとは、ものの見方、あるいは、世界

　 　 　 　 の捉え方なのだ。それは、「身体」と「流行」の関わりによって、

　 　 　 　 私たち自身や、私たちを取り巻く世界が、 日々変化していくという

　 　 　 　 世界観である。そして、精神ではなく身体が、一貫性や論理性では

　 　 　 　 なく移りゆく流行が、世界の行く末を決めていると受け入れる姿勢

　 　 　 　 でもある。

2.洋裁文化と日本の 単 2017年06月 青弓社 女性たちが自分の洋服を自らの手で作る技術を中心とした洋裁文

ファッション 　 19日 　 化。1940年代後半から60年代半ばまでの間に一気に形成され、そし

　 　 　 　 て消滅したその実態を、デザイナー、ミシン、洋裁学校、スタイル

　 　 　 　 ブック、洋裁店、ファッションショーなどの事例から立体的に描き

　 　 　 　 出す。

3.デザインの瞬間 共 2003年06月 角川書店 責任編集。人はなぜものをつくるのか? 空間演出の先駆者にスポッ

　 　 　 　 トを当て、ものづくりのプロセスを紐解く。多分野の空間演出の先

　 　 　 　 駆者の紹介も収載。ものづくりの本質を見極め、本来あるべき正し

　 　 　 　 い道を探る。

4.洋服と日本人　国民 単 2001年10月 廣済堂出版 日本人に洋服=近代産業社会的な身体をもたらしていったのは、国民

服というモード 　 1日 　 服、標準服、もんぺといった軍国主義の産物であった。総動員体制

　 　 　 　 下における着ることの自由と不自由を指し示す。

2 学位論文
1.「モード以前の事： 単 2000年03月 東京大学大学院 修士論文。日本人が近代産業社会的身体を獲得する葛藤の中で、洋

国民服と標準服のデ 　 　 　 服という具体化された物とどのように格闘してきたかを、メディア
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

2 学位論文
ザイン決定及び普及 　 　 　 論、ファッション論、記号論などの視点から明らかにした。

活動に見られる衣服 　 　 　 　

のメディア性とコ 　 　 　 　

ミュニケーション状 　 　 　 　

況」 　 　 　 　

3 学術論文
1.洋裁文化とは何か 単 2021年3月 『ファッション　 「洋裁文化」とは、戦後復興期に特有の、生産と消費の文化のこと

　 　 20日 イン　ジャパン　 である。自家裁縫によって洋服を作る技術を中心にして、ファッ

　 　 　 1945-2020　流行と ション・デザイナー、ファッション・モデル、学校、雑誌、洋裁

　 　 　 社会』青幻舎 店、ファッション・ショーといった、職業や、制度や、できごとが

　 　 　 結びついて構成された。大衆によって生み出され、牽引されたこと

　 　 　 pp.18-27 が、何よりの特徴である。

2.国民服をどう読むか 単 2020年2月 『国民服・衣服研 『国民服』『衣服研究』は、衣服に関する雑誌で、プロパガンダ雑

　 　 25日 究』復刻版　第８ 誌であった。しかし同時に、戦前から戦後へと、途絶えそうになり

　 　 　 巻　ゆまに書房 つつ、様々な文化が険しく流れていく川瀬でもあったことは特筆し

　 　 　 　 てもいいだろう。

3.ファッションと人間 単 2018年10月 西山哲郎、谷本奈 ファッションについて考えることは、流行によって衣服が移り変

解放の神話　自由な 　 25日 穂編『身体化する わっていくメカニズムを考えることだが、それを違った言葉で言い

身体に閉じ込められ 　 　 メディア／メディ 表すと、身体と人工物の関係の変遷について考えることである。衣

た自我と、その表出 　 　 ア化する身体』風 服は、社会が呈示する身体、つまり、社会が考える「人間のあるべ

　 　 　 塵社 き姿」の具体的な形である。ファッションは差別の体系である一方

　 　 　 　 で、喜びでもある。それは、着るという簡単な行為によって、差別

　 　 　 　 を転覆し、自分や人類全体の可能性を切り開く瞬間に立ち会うこと

　 　 　 　 ができるからだ。

4.スタイル画は何の技 単 2017年04月 『Fashion 長沢節は、「スタイル画」の名の下に、デザイン画、ファッショ

術か　長沢節とセ 　 01日 Talks...』vol.5 ン・ポートレイト、イラスト、挿絵、美人画、風俗画、グラフィッ

ツ・モードセミナー 　 　 京都服飾文化研究 ク・デザイン、マンガ、ファッション・イラストレーションなどを

　 　 　 財団 統合しようとした。しかし、それらはその後、各分野に再び離散

　 　 　 　 し、解体され、実態を失っていった。長沢の持っていた可能性とは

　 　 　 　 何か。

5.戦中戦後の女性雑誌 単 2016年11月 『マキエ　No.36』 日本において化粧品は、戦後の民主主義とともにやって来たわけで

における化粧を語る 　 15日 ポーラ文化研究所 はない。戦前から大手の化粧品会社は存在し、戦中を通して、広告

言葉 　 　 を行なって来た。また、化粧品に対しての論評や批判も存在し続け

　 　 　 　 た。戦争を挟んで、何が変わり、何が変わらなかったのか。

6.衣冠束帯　スーツ　 単 2013年10月 『日本の男服　メ 国民服は、２０世紀の人間がいくつもの身体を持っていたことを教

工人服　軍服　四つ 　 　 ンズ・ファッショ えてくれる。そして社会には、いくつもの身体を統合しようと試み

の身体を統合する試 　 　 ンの源泉』神戸 る脈動が絶えずあることも教えてくれる。国民服は２０世紀におけ

みとしての国民服 　 　 ファッション美術 る例外的な衣服として扱われがちだが、国民服以前の歴史も、国民

　 　 　 館 服以降の歴史も、国民服と同様の、身体の統合と失敗の試行錯誤の

　 　 　 　 歴史としてあることに変わりはない。国民服以降の衣服の革命的な

　 　 　 　 変化も、身体のどのような区分の統合を試み、成功もしくは失敗し

　 　 　 　 たのか、という観点で見直さなければならないだろう。

7.コム・デ・ギャルソ 単 2013年09月 『京都精華大学紀 『アンアン』の1984年9月21日号に、「現代思想界をリードする吉本

ン論争とアンアン革 　 　 要 』 43号　京都 隆明の「ファッション」」 という文章が、見開きで掲載された。こ

命 ー埴谷雄高と吉本 　 　 精華大学 の文章が有名なのは、これが掲載された後に、吉本隆明と埴谷雄高

隆明の論争にみる、 　 　 　 の間に「コム・デ・ギャルソン論争」と呼ばれる一連のやりとりが

プレタポルテへのま 　 　 　 あったからだ。85年に起きたこの論争は、まさに女性が洋服を作る

なざしの変化 　 　 　 ことから買うことになった30年間の終わりに起きた、象徴的な事件

　 　 　 　 でもあるのだ。

8.国民服　境界なき空 単 2013年04月 『DRESSTUDY』63号 国民服、正しくは「大日本国民服」は、軍部によって国民が無理矢

間のユニバーサルな 　 　 　京都服飾研究財 理に着せられた簡易版の軍服のように思われている。実際に公募が

身体 　 　 団 出されたときには簡易軍服としての役割を期待され、戦局が進展す

　 　 　 　 るにつれ簡易軍服として着用されたのも事実である。しかし、近代

　 　 　 　 における身体を考えるとき、国民服をそれだけの存在と片付けてし

　 　 　 　 まうわけにもいかない。国民服は、東洋の片隅で作られた、あまり

　 　 　 　 にみすぼらしい服ではあったが、近代化と伝統社会との葛藤を抱え

　 　 　 　 た社会における非常時の衣服であったからこそ、近代において人間

　 　 　 　 の身体がどう扱われているかを露わにした。

9.造形は衣服と建築か 単 2013年01月 『今和次郎と考現 今和次郎は、衣服と建築という二つの造形の極の間で、人々が戸惑
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
ら成っている　今和 　 　 学 』河出書房新社 いつつも行動し創造する様を観察することによって、変化していく

次郎の服装論 　 　 　 社会をつかみ、同時に、より良くしていこうとした。その意味で

　 　 　 　 は、考現学から生活学に至るまで、その立ち位置は全く変わってい

　 　 　 　 ないと言える。

10.自由・平等・コム デ 単 2012年12月 『相対性コム デ コム・デ・ギャルソンは、ヒッピーやフォークロア調を代表とする

ギャルソン──コム 　 　 ギャルソン論』 ような70年代の多様に彩られた空気のなかで、紺や黒を基調とした

デ ギャルソンと制 　 　 フィルムアート社 禁欲的な服をつくるブランドとして認知されつつ登場した。「制服

服の思想 　 　 　 のようだ」とも評されたコム・デ・ギャルソンの服は、デザインと

　 　 　 　 しては確かに「平等」の服であるが、しかし他とは違う服を着てい

　 　 　 　 こうという主張を持った「自由」の服であった。「自由」と「平

　 　 　 　 等」のせめぎ合いを考えるに、これほど相応しいブランドもないだ

　 　 　 　 ろう。

11.移動する身体 単 2012年10月 『生活の美学を探 「服従させられ訓練される」身体と「自由に動かせる」身体を、ひ

　 　 　 る』光生館 とつの身体のなかに平然と同居させてしまったのが近代である。そ

　 　 　 　 して、こういった、従順でありながら自由に動かせる新しい身体に

　 　 　 　 「メディア」を次々と繋ぎ、拡張していったのも近代であった。

12.80年代をどう捉える 単 2012年02月 『Fashionista』１ イッセイミヤケ、ヨウジヤマモト、コムデギャルソンのいわゆる

か 　 　 号 「御三家」が80年代の「DCブランドブーム」とともに日本中を席巻

　 　 　 　 しただけではなく、パリ・コレクションを通して世界中に多大な影

　 　 　 　 響を与えていった、という決して間違いとはいえない物語が完成し

　 　 　 　 ている。80年代の日本人デザイナーたちによる、いわゆる「黒の衝

　 　 　 　 撃」についての言説は、様々な場所で目にすることが出来る。だ

　 　 　 　 が、こういった記述は、「コロンブスのアメリカ大陸新発見」式な

　 　 　 　 記述とたいして変わらないとも言える。日本のファッション・デザ

　 　 　 　 イナーたちは、パリにとっては衝撃的な新参者であっても、日本の

　 　 　 　 社会においてもそうであったとは限らない。

13.プロダクトデザイン 単 2011年11月 『生活をデザイン 身の回りに大量生産でない物がほとんど無いということは、それだ

に倫理はあるか 　 　 する』光生館 け私たちが、人の手によって形を与えられた物の集まりのなかで生

　 　 　 　 きているということである。環境に具体的な形を与える「デザイ

　 　 　 　 ン」という行為は途方もなく重要な行為であり、それを司るデザイ

　 　 　 　 ナーが誰で、何を考えデザインしたのかということは、もっと検討

　 　 　 　 されて然るべきことなのだ。

14.ファッションデザイ 単 2011年10月 『生活をデザイン 私たちは毎日、服を着ている。しかしどうして私たちは、いままさ

ンを歴史的に考える 　 　 する』光生館 に身につけているこの服を着ているのだろうか。私たちは、自由に

　 　 　 　 着たい服を着ていると言えるのだろうか。私たちは自由意志ではな

　 　 　 　 く、決められたルールに従って服を選んでいるだけということにな

　 　 　 　 らないだろうか。私たちが制限されたなかから選ぶことによってし

　 　 　 　 か、自分の体を形づくることが出来ないのは、歴史的な経緯のなか

　 　 　 　 に私たちがいるからである。

15.終着としての世界デ 単 2011年07月 『デザイン史学』 世界デザイン会議で人々が分野を越境して交流したことが、６０年

ザイン会議 　 　 ９号　デザイン史 代のデザインに貢献していることは事実であろう。しかし、そう

　 　 　 研究会 やって世界デザイン会議を、単純にその後の日本のデザインの隆盛

　 　 　 　 の起点のように位置づけて良いのだろうか。たとえばデザイナーが

　 　 　 　 分野を越境して顔を突き合わせたのは、なにも世界デザイン会議が

　 　 　 　 はじめてのことではない。その２０年前の総動員体制下において

　 　 　 　 も、デザイナーや建築家が文字通り総動員され、人脈を形成して

　 　 　 　 いった。大政翼賛会文化部や報道技術研究会などが、戦後のデザイ

　 　 　 　 ンに対して与えた影響の大きさはすでに指摘されている。むしろ世

　 　 　 　 界デザイナー会議は、それまでデザイナーたちが個人として交流し

　 　 　 　 ていた文化的場が消失へと向かう折り返し地点といえる。

16.洋裁文化の構造―― 単 2011年 『京都精華大学紀 The author thinks about "Dressmaking culture (Yo-sai

戦後期日本のファッ 　 　 要』３８号　京都 Bunka)" by using "champ" that Pierre Bourdieu defined.

ションと、その場・ 　 　 精華大学 Moreover, the author thinks what relation "agents" had, and

行為者・メディア 　 　 　 clarifies structure of the society.

（2）(査読付) 　 　 　 In addition, the author uses the concept of Marshall

　 　 　 　 McLuhan's "Media". In "Dressmaking culture", important media

　 　 　 　 are "Discourse media", "Space media", and "Body media".

　 　 　 　 "Discourse media" is magazines such as

　 　 　 　 “Stylebooks”."Space media" is a fashion show, a
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3 学術論文
　 　 　 　 dressmaker's shop, and department stores. "Body media" is a

　 　 　 　 sewing machine and the dressmaking schools.

17.昭和三〇年代におけ 単 2010年 『テレビ・コマー 昭和三〇年代のファッションに関するテレビＣＭは、「洋裁文化」

るファッションとテ 　 　 シャルの考古学』 という場における視聴者＝消費者や、他のメディアとの特有な関係

レビCM 　 　 世界思想社 を背景にして、固有の語りの型として練り上げられていった。昭和

　 　 　 　 三〇年代においてテレビＣＭは、広告手法として頂点に位置したわ

　 　 　 　 けでもなく、時代を経るに従って表現手法を単純に単線的に高度化

　 　 　 　 させていったわけでもなく、むしろ、他のメディアとの関係性のな

　 　 　 　 かで試行錯誤を繰り返して、社会の変容に合わせて変質していっ

　 　 　 　 た。

18.日本における 単 2010年 『都市文化研究』 日本のファッション誌は『装苑』によってはじめられ『アンアン』

「ファッション誌」 　 　 １２号　大阪市立 によって完成された、と歴史化されつつあるようだ。それによれば

生成の歴史化 　 　 大学 『装苑』は洋裁のための雑誌であり、『アンアン』は消費文化のた

　 　 　 　 めの雑誌であるという。しかし、細かく検討していくと、そこまで

　 　 　 　 はっきりと線を引くことはできず、曖昧な領域があることがわか

　 　 　 　 る。本稿では、『装苑』から『アンアン』へと続くファッション誌

　 　 　 　 の流れの横に別の筋道を浮かび上がらせることによって、日本にお

　 　 　 　 ける衣服に関する雑誌とそれを取り巻く文化の重層性を明るみにす

　 　 　 　 ることを試みている。

19.洋裁文化の構造―― 単 2010年 『京都精華大学紀 The author calls the phenomenon that relates to dressmaking

戦後期日本のファッ 　 　 要』37号　京都精 from the 1940's to the 60's "Dressmaking culture (Yo-sai

ションと、その場・ 　 　 華大学 Bunka)". Up to now, it has not been described enough, though

行為者・メディア 　 　 　 it is a very unique “subculture”.

（1）(査読付) 　 　 　 　

20.2007年　関西の洋裁 単 2009年 『関西文化研究叢 本稿は、武庫川女子大学関西文化研究センターが主体となって実施

店・洋装店に関する 　 　 書11　関西におけ した「関西の洋裁店・洋装店に関する実態調査」の報告である。

調査研究 　 　 る洋裁文化形成に 「関西の洋裁店に関する実態調査」は、2004(平成 16)年度に、文部

　 　 　 関する研究』武庫 科学省私立大学学術研究高度化推進事業「学術フロンティア推進事

　 　 　 川女子大学 業」のひとつとして認定された「関西圏の人間文化についての総合

　 　 　 　 的研究-文化形成のモチベーション-」(MKCR プロジェクト)のうち、

　 　 　 　 「d6 関西におけるファッション(衣)文化の形成 -裁縫習得及び衣服

　 　 　 　 作りに関する事例発掘を通して -」の研究活動の一環として行なわ

　 　 　 　 れた。

21.「メディア論」の身 単 2007年 『京都精華大学紀 マクルーハンは、「メディア」を送信／受信のシステムとして理解

体論的問題構制--マ 　 　 要』３３号　京都 しているのではなく、身体を延長する技術として、「機械」と類似

クルーハンとマン 　 　 精華大学 するもの、あるいは「機械」をも含みこむメタ・カテゴリーとして

フォードにおける身 　 　 　 理解している。さらには、身体を延長させるメディアを、それが人

体・機械・メディア 　 　 　 間の諸感覚を分裂に導くか、統合に導くかという点において、電気

を中心に 　 　 　 テクノロジーをその他のメディアから分類しようと試みたというこ

　 　 　 　 とが分かる。メディアが画像、映像や言葉を発信、受信、あるいは

　 　 　 　 交換するシステムであるとのみする理解は、マクルーハンを理解す

　 　 　 　 る枠組みを随分狭めてしまうのだ。

22.隆盛期の藤川学園と 単 2005年12月 『関西文化研究』 関西一円の「洋裁店」を対象とした調査を実施し、洋裁関係者が、

洋裁文化 　 　 ４号　武庫川女子 関西のファッション文化の形成に対しどのようなかたちで関わって

　 　 　 大学 来たのかの一端を明らかにすることを試みた。

　 　 　 　 インターネットタウンページ（http://itp.ne.jp/）の大阪府、京都

　 　 　 　 府、奈良県、兵庫県、和歌山県、滋賀県に掲載された「洋裁店」に

　 　 　 　 調査票を郵送した。

　 　 　 　 対象店舗数287店舗、有効回収数97票であった。

23.近代化と民族化--明 単 2004年 『民族芸術』２０ 和服を消費社会のなかの商品として捉えた時にどのような論点が浮

治時代における和服 　 　 号　民族芸術学会 かび上がってくるかを、「演技」「まなざし」「技術」などの視点

の近代化をめぐる 　 　 　 や、身体との関わり、流行という観点から考察した。

ファッション論 　 　 　 　

24.ベネトンの広告写真 単 2003年 『現代写真のリア 広告／芸術／報道の垣根はどこにあるのか。ベネトンというアパレ

家 　 　 リティ』角川書店 ル企業の広告戦略を担当したオリヴィエーロ・トスカーニの例を見

　 　 　 　 ながら、マスメディア／企業／個人におけるメッセージについて考

　 　 　 　 察した。

25.衣服のコミュニケー 単 2003年 『モードと身体― 衣服におけるメディア性の二つの位相、衣服自体におけるメディア

ション 　 　 ファッション文化 性、マスメディアにおける情報としての衣服について考察した。
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3 学術論文
　 　 　 の歴史と現在』角 　

　 　 　 川書店 　

26.総動員体制下の衣服 単 2003年 『衣と風俗の一〇 国民服、標準服などを文化政策として捉え直し、それが編み出され

政策と風俗 　 　 〇年』ドメス出版 るまでの文化的葛藤や矛盾を、デザイナーである斎藤佳三の著作を

　 　 　 　 中心的に分析することによって検討した。

27.ファッションの歴史 単 2002年 『デザイン学研 「ファッション」という言葉をめぐって様々な記述がなされてきた

記述の諸相 　 　 究』９巻４号　デ が、言葉に対する定義の不確定性から歴史認識も定まらず、言説は

　 　 　 ザイン学会 混乱している。ファッションをどのように記述していけば良いかを

　 　 　 　 提言した。

その他
１．学会ゲストスピーカー

1.日本人と衣服の歴史 単 2016年08月 応用哲学会サマー 応用哲学会主催レクチャー

　 　 29日 スクール２０１６ 8月29日(月) - 8月30日(火)　

　 　 　 13:00-18:00

　 　 　 「ファッション批 　

　 　 　 評の最前線： 　

　 　 　 fashion meets 　

　 　 　 philosophy」　 　

　 　 　 1/8bldg. 4F イベ 　

　 　 　 ントスペース Ipe 　

　 　 　 　

2.服飾文化研究におけ 共 2006年03月 武庫川女子大学 日 登壇者：井上章一、井上雅人

る資料の問題 　 　 本家政学会服飾 　

　 　 　 史・服飾美学研究 　

　 　 　 部会 　

3.「衣と風俗の一〇〇 共 2004年10月 日本生活学会　公 『衣と風俗の100年』（ドメス出版）刊行記念シンポジウム

年」 　 　 開シンポジウム 　

　 　 　 「衣と風俗の一〇 　

　 　 　 〇年」 　

4.「戦後50年間の服飾 共 2003年11月 武庫川女子大学中 司会：横川 公子（武庫川女子大学）

文化および服飾デザ 　 16日 央キャンパス 第 パネラー：青木 美保子（京都工芸繊維大学大学院）、井上 雅人

インに関する概説書 　 　 45回意匠学会大会 （京都造形芸術大学）、森 理恵（京都府立大学）、平光 睦子（大

　―服飾文化学およ 　 　 シンポジウム 阪大学

び服飾デザイン教育 　 　 　 　

の見直しのために 　 　 　 　

―」 　 　 　 　

２．学会発表
1.『考現学の教科書』 共 2011年05月 日本生活学会　第 佐藤健二（東京大）・中谷礼仁（ 早大）・祐成保志（信州大）・石

を考える 　 15日 ３８回研究発表大 川初（ランドスケープデザイン）・井上雅人（武庫川女子大）

　 　 　 会　 早稲田大学 　

2.「ジャパニーズ・ 単 2011年03月 大正イマジュリィ 日本のファッション誌のルーツと言われる『服装文化』や『装苑』

ファッション」のは 　 27日 学会第９回全国大 だけが時代に先駆けたファッション雑誌であったのではなく、それ

じまり 　 　 会 らもまた同時代の様々な動きのなかのひとつにすぎない。日本の

　 　 　 　 ファッション雑誌は主に、１・『服装文化』や『装苑』、２・戦後

　 　 　 　 占領期のスタイルブック、３・『アンアン』あたりに起源が求めら

　 　 　 　 れてしまうことが多い。しかし、ファッション雑誌あるいはファッ

　 　 　 　 ション文化の起源は、まったく重層的で多様なのだ。

3.今和次郎の服装研究 単 2010年05月 日本生活学会　第 シンポジウム「異装の考現学」

　着るを視るまなざ 　 08日 ３７回研究発表大 　

し 　 　 会 　

３．総説
1.生活改善運動と洋裁 単 2023年9月1 『服の、先へ。　 戦後、洋裁ブームが起こり一気に洋装化が進み、日本独特の洋服制

学校 　 日 ファッションヒス 作の技法が発展して、洋裁学校が巨大化していくが、それによって

　 　 　 トリー編　1850- もたらされた戦後の洋裁文化は、こういった戦前からの流れの延長

　 　 　 2020　［上巻　 線上にあるのだ。

　 　 　 1850-1939］』成実 　

　 　 　 弘至監修、日本教 　

　 　 　 育財団 　

2.日本の洋装化 単 2023年9月1 『服の、先へ。　 服とは、誰もが持っている普遍的なメカニズムだと身体を捉え、そ
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３．総説
　 　 日 ファッションヒス れをより機能的に動かそうとする、近代的な身体観の産物であり、

　 　 　 トリー編　1850- むしろ「近代服」とでも言うべきものである。「洋装化」というの

　 　 　 2020　［上巻　 は、そういった近代的な身体観に人々の身体を合わせていくことで

　 　 　 1850-1939］』成実 ある。女性が「洋装化」されたということは、女性の身体が近代化

　 　 　 弘至監修、日本教 されたということでもあるのだ。

　 　 　 育財団 　

3.ファッションの民衆 単 2023年5月 日本経済新聞夕刊 九〇年代は、団塊ジュニアが十代から二十代で、若者人口も多く、

史（4）　ギャルや裏 　 31日 　 それ以前からの文化的蓄積も享受できた。七〇年代から八〇年代に

原ブームの熱狂　個 　 　 　 パリコレでデビューした日本人デザイナーたちが評価を定着させ、

人主義花開いた1990 　 　 　 ハイファッションにおいて世界的な影響力を持った。一方で、スト

年代 　 　 　 リートファッションが注目を浴び、渋谷や原宿、特に九〇年代後半

　 　 　 　 には裏原宿がファッションの発信地として、これも世界的に注目を

　 　 　 　 浴びた。

4.ファッションの民衆 単 2023年5月 日本経済新聞夕刊 DCブランドは、個性を競い合おうとする若者たちの願望とうまく合

史（3）　DCの波、カ 　 24日 　 致した。その担い手の多くは、一九六〇年に比べて四倍にも増えて

ラス族やオリーブ少 　 　 　 いた大学生や短大生だった。一九八〇年に田中康夫が『なんとな

女　ブランドで自己 　 　 　 く、クリスタル』を書いたころ、若者たちは、六〇年代のような政

表現 　 　 　 治的な主張ではなく、物によって自分が誰であるかを表現しなくて

　 　 　 　 はならなくなっていた。

5.ファッションの民衆 単 2023年5月 日本経済新聞夕刊 みゆき族は、団塊の世代が引き起こしたサブカルチャーやカウン

史（2） VANまとった 　 17日 　 ターカルチャーの、先駆的存在とも言える。アンノン族が、街どこ

みゆき族　アイビー 　 　 　 ろか日本中に旅に出たのは偶然ではない。オリンピックも全共闘も

が若者の街着に 　 　 　 万博も、若者たちに仕事と家庭以外の世界を大きく開いた。若者た

　 　 　 　 ちは、仕事着でも部屋着でもない、カジュアルウェアを着て、そう

　 　 　 　 いった世界へと前進していったのだ。

6.ファッションの民衆 単 2023年5月 日本経済新聞夕刊 「洋裁ブーム」から、七〇年経って振り返ってみると、それが、単

史（1） ドレメなど 　 10日 　 なる表層的なできごとではなく、新しい価値観や生活のあり方を形

開校 戦後の洋裁ブー 　 　 　 成した「文化」と呼びうるような現象であったことがはっきりとわ

ム　伝統から解き放 　 　 　 かる。

たれた女性 　 　 　 　

7.ファッションデザイ 単 2023年3月 「日本人にとって 「20世紀の後半に、服の制作者が、世界的に有名になることができ

ナーの時代 　 31日 の洋服とは何か　 た」のは、ファッションデザイナーという著名な個人が、大量生産

　 　 　 新しいファっっ 品を作品だと言い張り、受け取る側もそうだと認めるような、ある

　 　 　 ションの中心とし 種のフィクションが成立したからでしょう。近代における合理性を

　 　 　 ての京都の可能 もった普遍的な身体と、自我とか個性をもった個人は、突き詰める

　 　 　 性」学校法人瓜生 と矛盾してしまうので、そういうものがそれぞれ存在しているとい

　 　 　 山学園 う神話として成り立っているわけですが、プレタポルテは、それら

　 　 　 　 の神話と表裏一体なのではないかと思います。

8.過去から未来へと繋 共 2022年12月 『生活環境学研究 井上雅人、末弘由佳理、澤渡千枝、古濱裕樹（コーディネーター）

がる文理融合の被服 　 1日 　No.10』武庫川女

学 ―被服学の変遷・ 　 　 子大学　生活環境

これからの被服教 　 　 学科 被服はヒトの健康や安全に影響するため，これまでも科学的に研究

育・生活の科学を学 　 　 　 がされてきました。被服を着用せずに，ヒトは快適な生活を過ごす

ぶ被服学― 　 　 　 ことができません。健康で安全で快適な被服を科学的に学び，デザ

　 　 　 　 インできることが，本学科の被服学コースの目標です。その原点 で

　 　 　 　 ある被服学の変遷と，被服教育や本学科のこれからについて，3人の

　 　 　 　 研究者と語り合いました。

9.障害者はファッショ 単 2022年12月 『ウォロ』通巻 「ユニバーサル・デザイン」が提唱されて久しいが、目指すべき

ンを変えるのか？ 　 1日 546号　大阪ボラン は、「ユニバーサル」＝「普遍的」な一つの答えではなく、個別的

　 　 　 ティア協会 な解ということである。障害がないかのように見える服も、身体の

　 　 　 　 動きが限定されるからこそ着られるような服も、着ることと着せる

　 　 　 　 ことをチームプレイにしてしまう服も、どんな身体でも着られる安

　 　 　 　 くて手軽な服も、どれも正解であり、一つの答えに過ぎない。それ

　 　 　 　 ゆえ今は、できるだけ多くの人が、間違いを恐れずに、一つずつで

　 　 　 　 も答えを持ち寄るしかないのだ。

10.ファッションの“女 単 2022年6月 WWDオンライン インタビュー記事。

性活躍史”を井上雅 　 15日 　 「業界で活躍してきた女性に加えて、女性のライフスタイルや権利

人准教授と振り返る 　 　 　 向上に影響を与えたファッションの出来事を振り返る。年表の製作

　「産業を切り開い 　 　 　 に当たって、武庫川女子大学生活環境学部准教授の井上雅人に話を
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３．総説
た女性が多い業界」 　 　 　 聞いた。」

11.ものごとの見晴らし 単 2022年5月6 週間読書人　5月6 『クリティカル・ワード　ファッションスタディーズ』（フィルム

が良くなる補助線 　 日 日号 アート社）の書評

12.私たちは何を着てい 単 2021年11月 F.I.N. インタビュー記事。「どんな人でも、毎日服を着ます。おしゃれが

るのか。ファッショ 　 2日 https://fin. 好きな人でも、全く興味のない人でも服を着ます。私たちはなぜ服

ンを哲学する８つの 　 　 miraiteiban.jp/ を着るのでしょうか。当たり前のように身にまとう服について、一

問い。 　 　 fashionphilosoph 度、根源的な意味を考えてみたいと思います。お話を伺うのは、

　 　 　 y/ ファッション史、デザイン史などを専門とする武庫川女子大学生活

　 　 　 　 環境学部准教授の井上雅人さん。哲学的な問いを投げさせていただ

　 　 　 　 き、私たちが何を着ているのかを振り返ります。」

13.ココ・シャネルの神 共 2021年7月1 『ユリイカ』 pp.115-124

話化とファッション 　 日 2021年7月号 特集 鼎談（平芳裕子、蘆田裕史と）

批評の距離 　 　 =ココ・シャネル　 「現代日本において、歴史上のファッションデザイナーのなかでも

　 　 　 青土社 とりわけココ・シャネルは大きな存在感を放っているかと思いま

　 　 　 　 す。「衣服における女性解放者」であったり、「ファッションデザ

　 　 　 　 インにおけるモダニズムの実践者」であったりとさまざまな言説が

　 　 　 　 彼女のイメージを形成しているわけですが、今一度歴史を辿りなお

　 　 　 　 し、ココ・シャネルという人物、またシャネルというブランドのイ

　 　 　 　 メージを読み解いていければと思っております。」

14.ファッションの哲学 単 2021年6月1 「経済人」2021年 講演会の抄録

と産業のこれから 　 日 6月号　公益社団法 　

　 　 　 人関西経済連合会 　

　 　 　 　p.22 　

15.総動員体制下の「新 単 2020年09月 「表現者クライテ 「生活様式」と呼びうるものは、単なる生活の送り方ではなく、道

しい生活様式」 　 01日 リオン」通巻92号 徳観と美意識が備わって、はじめて成立する。道徳観や美意識は、

　 　 　 　2020年9月号　啓 生活者自身が、生活していく中で見つけていくもので、それらを生

　 　 　 文社書房 活の中で実践しながら、日々の行為を「生活様式」にまで高めてい

　 　 　 　 くものだ。そして、その際に蓄積された行動規範は、「作法」と呼

　 　 　 　 ばれるものになる。防疫は「戦争」ではない。にもかかわらず、戦

　 　 　 　 争を語るようにしか語ることができないのは、国家が国民を総動員

　 　 　 　 して何かを為すことの第一が、あいも変わらず戦争だからであろ

　 　 　 　 う。

16.「小さなブランドや 単 2020年4月 WWDオンライン インタビュー記事。

店舗を守るための具 　 25日 　 「店舗が持つ価値について、本とファッションの京都のセレクト

体的な行動を」　井 　 　 　 ショップ「コトバトフク」の運営にも携わっている井上雅人・武庫

上雅人准教授に聞く 　 　 　 川女子大学生活環境学部准教授に話を聞いた。」

ポストコロナの 　 　 　 　

ファッション 　 　 　 　

17.服を読む 単 2020年02月 『新潮』第117巻第 エッセイ。

　 　 07日 ３号　新潮社 「服だって、自分に似合うか似合わないかを忘れて、良い素材でで

　 　 　 　 きているか、丁寧に作られているか、作り手が面白いことに挑戦し

　 　 　 　 ているかで見ていけないことはない。せっかくだから、自分が着ら

　 　 　 　 れる服を買う方が面白くはあるが、服を手に取って、身体とは無関

　 　 　 　 係の物体として、熟読して、味わって、感心してはいけないという

　 　 　 　 ことはない。」

18.アパレル業界が「常 単 2020年01月 現代ビジネスオン アパレル産業自身が厳しい環境を生み出してしまった経緯を、

時セール」という劇 　 14日 ライン 「セールとアウトレット」というキーワードのもと簡単に振り返

薬から脱却するため 　 　 　 り、そのうえで、今後アパレル企業に何ができるのかを「ファッ

に 　「ファッショ 　 　 　 ション」という言葉の意味を考え直すことで模索した。

ン」を再興させる方 　 　 　 　

法 　 　 　 　

19.【書評】リクルート 単 2020年01月 図書新聞　第3429 田中里尚『リクルートスーツの社会史』（青土社）の書評。

スーツとはそもそも 　 01日 号　武久出版 　

何なのか　その普及 　 　 　 　

の背景と長い歴史を 　 　 　 　

ひとつひとつ解きほ 　 　 　 　

ぐす 　 　 　 　

20.interview 井上雅人 単 2019年6月 『vanitas』No. 「表象文化としてのファッション、あるいは衣類設計としての

　 　 20日 006 アダチプレス ファッションデザインにおける教育や研究は現在、日本において何
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　 　 　 　 を前提にどのように実践されているのか。……近年「デザイン」の

　 　 　 　 複雑化が盛んに議論されるにつれ、ファッション産業の周縁から新

　 　 　 　 たな批評空間や研究的実践、実験的教育の萌芽が散見されるように

　 　 　 　 なりました。今号の特集は、この萌芽を多様な側面から明らかにし

　 　 　 　 ていくことを目的に、新井茂晃氏、井上雅人氏、Cecilia Raspanti

　 　 　 　 氏、Dehila Hannah氏へのインタビュー、そして現在ファッション産

　 　 　 　 業に携わる方々との匿名座談会を行いました。」（introductionよ

　 　 　 　 り）

21.コトバトフクの言葉 単 2019年6月1 『ユリイカ　6月臨 京都のセレクトショップ「コトバトフク」が、どのように書籍を

と服 　 日 時増刊号　総特集 扱っているか。コトバトフクは、売る／買うという非対称な関係性

　 　 　 ＊書店の未来』第 を持つアソシエーションではなく、作る／着る／知る／話す／読む

　 　 　 51巻10号　青土社 ／書くというさまざまな行為に対して、どの程度、どのように関与

　 　 　 　 するか、人によって違うアソシエーションを作ろうとしている。共

　 　 　 　 に読み書きし、作り着る共同体と言ってもいい。

22.アイデンティティ・ 単 2018年08月 『vesta』No.111 現代の社会に生きる者は誰であれ、自分らしくいることと、物とつ

フード 　 01日 味の素食の文化セ きあうことの両方を、うまくやっていかなくてはならない。その二

　 　 　 ンター つが交差するのが、「ファッション」だが、最近では、アイデン

　 　 　 　 ティティを作り出したり確認するために、服だけでなく、食も大き

　 　 　 　 な役割を担っている。アイデンティティと食の関係は、どのような

　 　 　 　 形が望ましいのか、議論すべき時期に差し掛かっている。

23.布の消滅 単 2017年04月 『最新　現代デザ 2010年『デザイン事典』の改訂版

　 　 07日 イン事典』平凡社 　

24.ファッションの調査 単 2017年03月 『日本生活学会　 物をよく見ることと、人の話をよく聞くことは、調査どうこう以前

でも、まず、人の話 　 25日 フィールドワーク に、世界との関わりの第一歩として、どのような場合にも大事なこ

をよく聴く 　 　 シリーズ　003：さ とである。

　 　 　 まざまな方法』日 　

　 　 　 本生活学会 　

25.日本の洋裁文化と民 単 2016年08月 「αシノドス 日本人にとって洋服は、戦後の服である。そして洋服には、戦後社

主主義 　 01日 vol.201」株式会社 会の価値観が染みついている。戦後社会の価値観とは、「民主主

　 　 　 シノドス 義」のことと言っていい。もちろん、それはカギカッコ付きの「民

　 　 　 　 主主義」であり、それがどのような「民主主義」なのか、そう簡単

　 　 　 　 に説明できるものではない。だからこそ、「民主主義」の価値観が

　 　 　 　 染みついた洋服について考えることは、とても重要になる。

26.服の声を聴く 単 2016年05月 『文鯨』2016春号 物と人との関係の歴史のことを「物質生活史」という。どのような

　 　 01日 　『文鯨』編集部 素材・道具・技術で作られ、どのような使われ方をし、その服の背

　 　 　 　 後にある社会の価値観はいかなるものかについて、言葉を尽くそう

　 　 　 　 としても、我々は服からほんの少しの情報しか得ることができな

　 　 　 　 い。

27.『ミシンと衣服の経 単 2015年09月 日本歴史学会『日 岩本真一『ミシンと衣服の経済史　地球規模経済と家内生産』の書

済史』書評 　 01日 本歴史』９月号　 評。

　 　 　 吉川弘文館 　

28.あした着る機能 単 2015年03月 『CEL』109号　大 我々は、自分の身体を拡張しているのではなく、コンピュータ制御

　 　 01日 阪ガス の端末を身体に組み込むことによって、自分の身体を他人の身体機

　 　 　 　 能を拡張する「服」として提供しているだけかもしれない。

29.手づくりから既製服 単 2014年12月 『民俗学事典』丸 『民俗学事典』（丸善）の見開き一項目。

へ 　 25日 善 　

30.「第三期デザイ 単 2014年09月 『視る』 471号　 1970年代、世界規模で広がりゆく大衆のためのメディア・ネット

ナー」までの理論と 　 10日 京都国立近代美術 ワークのなかで、日本人の作る衣服が、情報として取引されはじめ

デザイン 　 　 館 た。プレタポルテという新しい衣服の形を中心として、国際的な引

　 　 　 　 用と発信と消費のネットワークが形成され、そのなかに日本の社会

　 　 　 　 も巻き込まれていったのだ。

31.人生を彩る技術 単 2014年03月 『婦人之友』婦人 洋裁学校は、決して、着る服を持たない人たちが、服の作り方を学

　 　 　 之友社 びにいくところではなかった。洋服を着ることは、西洋式の生活を

　 　 　 　 送るということであり、家具から食器から、全てを洋式に改め、正

　 　 　 　 しく使いこなすということでもあった。洋服を作ることは、色の組

　 　 　 　 み合わせを知り、布の特性に親しみ、数字を操作して図面を引くと

　 　 　 　 いう、感性と知性による活動であった。

32.中原淳一と少女たち 単 2013年11月 『ユリイカ』４５ 竹久夢二にはじまり、中原淳一を経て、長沢節へとつながる道筋

のメディア　少女雑 　 　 巻１６号　青土社 は、スタイル画や叙情画の系譜でもあったが、雑誌や物によるメ
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又は学会等の名称 概要

３．総説
誌からファッション 　 　 　 ディア環境と読者集団の系譜でもあった。

誌へ 　 　 　 　

33.座談会〉ミシンが語 共 2013年10月 『婦人之友』婦人 アンドルー・ゴードン,井上雅人,田部小枝子

る母たちの近代史 　 　 之友社 　

34.西宮船坂ビエンナー 共 2013年09月 『生活環境学研 森本真と共著

レ2012「竹林」につ 　 　 究』１号　武庫川 　

いて 　 　 女子大学 　

35.神戸ファッション美 単 2013年03月 『ポピュラー文化 神戸ファッション美術館の最大の特徴は、「ファッション」の「美

術館 　 　 ミュージアム』ミ 術館」という点にある。すなわち、「衣服」ではなくて「ファッ

　 　 　 ネルヴァ書房 ション」であり、「博物館」ではなくて「美術館」であるというこ

　 　 　 　 とだ。別の言葉で言うならば、「ファッション」という定義不可能

　 　 　 　 で多義的な対象を「美術」として展示するという挑戦を、名前に込

　 　 　 　 めているということだろう。

36.植田正治写真美術館 単 2013年03月 『ポピュラー文化 植田正治は、生涯を境港で過ごした。写真館の主人としてスタジオ

　 　 　 ミュージアム』ミ で隣近所の人々を撮り、芸術家として近くの砂浜で作品を撮った。

　 　 　 ネルヴァ書房 美術館には植田の作品が一万二千点収められているが、何よりも美

　 　 　 　 術館そのものが植田の記憶になっている。外から美術館を眺めた時

　 　 　 　 には、植田の眼となって、写真に撮られる瞬間の少女たちを見るこ

　 　 　 　 とが出来る。美術館に入った時には、植田のカメラとなって風景を

　 　 　 　 切り取ることが出来る。

37.手芸と自家裁縫　趣 単 2011年11月 『生活文化玉手箱 今や「手芸」になってしまった自家裁縫の技術は、常に「産業的に

味と生産のあいだ 　 　 シリーズ2共感の は無価値もしくは低価値なもの」であったわけではない。むしろ、

　 　 　 ちから無名のちか 自家裁縫の技術が「産業的には無価値もしくは低価値なもの」とさ

　 　 　 ら 明治・大正 ・ れていく過程で、「手芸」として位置づけられ、消滅せずに復活し

　 　 　 昭和を生きた人々 ていったと捉えることすらできる。

　 　 　 の手芸品』武庫川 　

　 　 　 女子大学資料館 　

38.日本の文字とグラ 単 2010年10月 『生活文化玉手箱 紙以外の場所での文字のグラフィック・デザインは、明治以降、紙

フィックデザイン 　 　 シリーズ1キモノ の上と同じように展開したわけではなかった。例えば、着物のよう

　 　 　 の文字文様に託さ な、紙媒体ではないもののグラフィック・デザインには、紙媒体で

　 　 　 れた世界』武庫川 は見られないような思惑のせめぎ合いを見ることが出来る。

　 　 　 女子大学資料館 　

39.1940/50年代と消費者 単 2009年7月 『ポピュラーカル 　

の身体　洋裁文化の 　 　 チャー研究　Vol. 　

事例を中心に 　 　 2 No.4』京都精華 　

　 　 　 大学 　

40.ロンドン万国博覧会 単 2009年4月 『デザインの現 19世紀は博物学と博覧会の時代である。1851年にロンドンのハイド

　 　 　 場』美術出版社 パークで行われた「すべての国の産業の成果の大博覧会」、通称

　 　 　 　 「ロンドン万博」はその申し子だろう。600万人を集めた前代未聞の

　 　 　 　 この大イヴェントは、しかし、デザイン史の文脈上に置いたとき、

　 　 　 　 どうにも解釈が定まらない。

41.「洋裁映画」にみる 単 2008年3月 『東アジアにおけ かつて戦後の社会において、洋裁を舞台とした文学と、それを原作

「デザイナー」の表 　 　 る洋装化と洋裁文 とした映画が数多く作られた。というのも、当時の社会には、洋裁

象 　 　 化の形成』武庫川 家、洋裁師、ドレスメーカーなどと呼ばれた「デザイナー」がどの

　 　 　 女子大学 ような存在で、どのような生活をしていたかについて、分かりやす

　 　 　 　 く使いやすい共通のイメージがあったからである。それは、社会の

　 　 　 　 なかで一人生きていく女性というイメージである。

42.インダストリアルデ 単 2008年 『テレビCM研究　 京都精華大学「テレビCM研究会」における発表の収録。

ザインからみたテレ 　 　 Vol.2 No.3』京都 　

ビCM 　 　 精華大学 　

43.洋裁文化からみたテ 単 2008年 『テレビCM研究　 京都精華大学「テレビCM研究会」における発表の収録。

レビCM 　 　 Vol.2 No.1 』京 　

　 　 　 都精華大学 　

44.カタログ概史　コメ 単 2007年 『ポピュラーカル 京都精華大学「ポピュラーカルチャー研究会」における発表の収

ニウスからインター 　 　 チャー研究　1巻2 録。

ネットまで 　 　 号』京都精華大学 　

45.ファッションデザイ 単 2006年 『近代デザイン 現在我々が着ているものは何かという問題意識から出発し、西洋服

ン 　 　 史』武蔵野美術大 飾史や、日本風俗史でも、洋装化史でもない衣服の「デザイン」の

　 　 　 学 歴史を記述した。
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３．総説
46.ファッション文化 単 2004年03月 『社会情報学ハン ファッションにおけるメディアの二つの位相、メディアのなかの衣

　 　 　 ドブック』東京大 服と、メディアとしての衣服について検討した。

　 　 　 学出版会 　

47.コンシューマ＝デザ 単 2004年 『デザインニュー 最終的にコラージュを行うのは消費者で、かつてはライフスタイル

イナーの発現　消費 　 　 ス (266) 』日本 の提案まで行っていたデザイナーの仕事は、その前線を遥かに後退

活動化するデザイン 　 　 産業デザイン振興 させ、今では徐々に消費者の仕事に置き換えられている。

　 　 　 会 　

48.デザイナーが造形す 単 2000年11月 『スタジオ・ボイ プラスティックによる有機的な曲線が人体と融合する時、それはむ

る滑らかな身体、所 　 　 ス』　299インファ しろ活動を疎外する無機物として立ちあらわれる。プラスティック

有への渇望 　 　 ス と人体を接合しようと試みたデザイナーやアーティストを紹介しつ

　 　 　 　 つ、われわれの身体の未来について考察した。

49.純粋デザインとして 単 2000年11月 『スタジオ・ボイ ウェブ上で展開されるヴァーチャルプロダクツについて、具体例を

の存在が示すもの 　 　 ス』　299インファ 紹介しつつ、その限界と可能性を考察した。

　 　 　 ス 　

50.ファッション界を読 単 2000年10月 『スタジオ・ボイ 2000年のパリコレクションを総括しつつ、そこにあらわれる身体感

み解くキーパーソン 　 　 ス』　298インファ や、産業構造の変化を紹介した。

　 　 　 ス 　

51.スポーツウェア 単 2000年6月 『２０－２１世紀 『1980年代まで、スポーツという市場はナショナリズムが直接的に

　 　 　 デザインインデッ 資本主義とからみ合った現場として捉えることが出来た。オリン

　 　 　 クス 』INAX出版 ピックやプロスポーツに見られるのはナショナリズムと結びついた

　 　 　 　 エリート主義であり、そういった意味ではスポーツのための衣服は

　 　 　 　 着られる身体と対になった身体の優秀さを証明する手段で、その様

　 　 　 　 は軍服と同様にナショナルヒーローの証明であった。しかし、1980

　 　 　 　 年代になるとスポーツのグローバリゼーションとも呼べる現象が起

　 　 　 　 こり、単純にナショナズリムとのつながりで語ることは出来なく

　 　 　 　 なってきている。

52.Tシャツ／ジーンズ 単 2000年6月 『２０－２１世紀 ジーンズは機械論的身体をスーツと同じくらいの完成度で抽象化さ

　 　 　 デザインインデッ せたものである。Tシャツとジーンズというスタイルがスーツに変わ

　 　 　 クス 』INAX出版 るものとして男女共通の身体の抽象として定着していくと断言は出

　 　 　 　 来ないが、男性にとっても、かつて普段着であったジャケットとス

　 　 　 　 ラックスというスタイルに置き換わりつつあるということは事実で

　 　 　 　 あろう。ジーンズは今やフォーマルとされる領域に着々と進出し、

　 　 　 　 それと同時にジーンズ特有の意味を喪失しようとしている。

53.プレタポルテ 単 2000年6月 『２０－２１世紀 プレタポルテとよばれる高級既製服は1950年代にその胎動が始ま

　 　 　 デザインインデッ る。プレタポルテ生産に最初に積極的に取り組んだのはピエール・

　 　 　 クス 』INAX出版 カルダンといわれており、オートクチュールと呼ばれる高級仕立服

　 　 　 　 が上流階級の象徴であった時代において、彼はそのためにパリの

　 　 　 　 オートクチュール協会から除名されている。まもなくカルダンは除

　 　 　 　 名を解かれて協会に復帰することになるが、それはカルダンが許さ

　 　 　 　 れたということを意味したのではなかった。その頃には多くのク

　 　 　 　 チュリエがプレタポルテ販売をはじめていた上に、いわゆるライセ

　 　 　 　 ンス生産によってオートクチュール以外の分野にも進出をはじめて

　 　 　 　 おり、協会が時代の流れに逆行できなくなっていたのである。

54.A-poc 単 2000年6月 『２０－２１世紀 1999年のコレクションで三宅一生が発表したA-POC(A piece of

　 　 　 デザインインデッ cloth)は三宅一生のデザイン活動の集大成として位置付けることが

　 　 　 クス 』INAX出版 出来よう。A-POCはチューブ状の編地の布として売られている。三宅

　 　 　 　 は消費者がデザインを選択出来ることを強調しており、実際に消費

　 　 　 　 者は丈や袖の長さを好みで裁断し、衣服や鞄、靴下などを作ること

　 　 　 　 ができる。もちろん全く自由というわけには行かないが、従来のブ

　 　 　 　 ランドが売り物としていたデザイン性、カッティング、縫製といっ

　 　 　 　 たものを全て消費者に一任してしまおうという姿勢は、衝撃を持っ

　 　 　 　 て受け止められた。

55.再生衣料 単 2000年6月 『２０－２１世紀 90年代になって新たに持ち上がった「エコロジー」思想は衣服産業

　 　 　 デザインインデッ をも巻き込むことになり、かつて70年代に提唱された「エコロ

　 　 　 クス 』INAX出版 ジー」ファッションとは全く違った展開を見せている。衣服自体を

　 　 　 　 リサイクルとして社会に循環させる方法から、一度消費されたもの

　 　 　 　 を原料として新たな衣服を再生するという方法へのシフトがそれ

　 　 　 　 だ。

56.ピアシング／タ 単 2000年6月 『２０－２１世紀 男性ならばヒゲをそり、女性ならば眉毛を抜く。1990年代後半には
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３．総説
トゥー 　 　 デザインインデッ 美容師が注目されたが、髪を切る行為も身体加工の一つには違いな

　 　 　 クス 』INAX出版 く、我々は身体を加工して自らの身体を所有することを日々の実践

　 　 　 　 の中に組み込んでいる。髪の毛などの体毛を加工することは比較的

　 　 　 　 何の抵抗もなく受け入れられている身体加工ではあるが、身体を加

　 　 　 　 工することにたいしては倫理的な抵抗感が根強く残っているのも確

　 　 　 　 かである。

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
1.竹林 共 2012年10月 西宮船坂ビエン 「井上雅人研究室　＋　森本真研究室 」名義

　 　 　 ナーレ2012 　

2.stilllife 2.2 共 2011年8月 大阪市立図書館 「井上雅人　＋　CENTER EAST」名義

3.stilllife 2 共 2010年10月 「井上雅人　＋　 「井上雅人　＋　CENTER EAST」名義

　 　 　 CENTER EAST」展　 　

　 　 　 京都造形芸術大学 　

　 　 　 ギャラリーRAKU 　

4.stilllife 3 共 2010年10月 「井上雅人　＋　 「井上雅人　＋　CENTER EAST」名義

　 　 　 CENTER EAST」展　 　

　 　 　 京都造形芸術大学 　

　 　 　 ギャラリーRAKU 　

5.stilllife 1 共 2010年05月 「京展」　京都市 「井上雅人　＋　CENTER EAST」名義。「京展」入選。

　 　 　 立美術館 　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.「ファッションって 単 2023年5月3 阪急うめだ本店10 以下の主旨で、15時から40分、哲学カフェが行われた。

なんだ?」開催記念 　 日 階「中央街区パー

哲学カフェ 　 　 ク」 「哲学カフェは情報伝達や合意形成の場所ではありません。

　 　 　 　 目的は、テーマについて話し、聞き、考えるというプロセスそのも

　 　 　 　 のを楽しむことです。

　 　 　 　 ひとつのテーマについて多種多様な意見や論点、語り方がること。

　 　 　 　

　 　 　 　 また、立場や意見の異なる他者とのコミュニケーションや一緒に深

　 　 　 　 めていくために必要な姿勢を学んでほしい。」

2.ファッションの哲学 単 2023年2月 第6回関西ファッ 生産者と消費者という二分法では、これからの生活を把握したり、

とアソシエーション 　 23日 ションビジネス・ 形作っていくことは難しい。地域を超えて、価値を共有するアソシ

　 　 　 ワークショップ エーションをどのように構築していくかが問われている。

　 　 　 「ファッションビ 　

　 　 　 ジネスにおけるイ 　

　 　 　 ノベーション」 　

　 　 　 関西大学梅田キャ 　

　 　 　 ンパス7階701室 　

3.ファッションから多 共 2023年2月9 市民活動総合情報 福祉の世界で直面するファッションの「不自由」。ウォロ12・1月

様性を考える 　 日 誌「ウォロ」　 号の特集で紹介した当事者を支える活動から一歩広げ、実践の具体

　 　 　 2022年 12・1月号 例を通して「装う」ことの意味、「不自由」さの本質を考えます。

　 　 　 　特集連動セミ

　 　 　 ナー

　 　 　 主催:(福)大阪ボラ 事例紹介 〇髙木 真理子さん(一般社団法人スマイルウォーキング倶

　 　 　 ンティア協会 楽部代表理事)

　 　 　 　 事例紹介 〇前田 哲平さん(株式会社コワードローブ代表取締役)

　 　 　 　

　 　 　 　 コメンテーター 〇井上 雅人さん(武庫川女子大学准教授コトバト

　 　 　 　 フク運営スタッフ)

4.ファッションデザイ 単 2022年11月 日本の洋装化150周 なぜ20世紀の後半には、服の制作者（ファッションデザイナー）

ナーの時代 　 12日 年記念シンポジウ が、世界的に有名になることができたのか? --- プレタポルテは大

　 　 　 ム「日本人にとっ 量生産システムで、ファッションデザイナーは分業の職能であるに

　 　 　 ての洋服とは何 も関わらず、「作家」の「作品」として買われることになったの

　 　 　 か?新しいファッ は、近代のファッション＝日本における洋装化が、社会全体の、近

　 　 　 ションの中心とし 代的身体と自我を獲得しようとした過程であったことと、深く関係

　 　 　 ての京都の可能 していないか。

　 　 　 性」 　

　 　 　 開催場所：京都芸 　

　 　 　 術大学 智勇館 　
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５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　 　 　 BR13-14教室 　

5.色彩のデザイン図鑑 共 2022年3月 東京書籍 The V&A Book of Color in Design　の翻訳

　 　 21日 　 　

6.武庫川女子大学付属 共 2021年6月 武庫川女子大学　 パネルディスカッション　コメンテーター

総合ミュージアム　 　 30日 中央キャンパス　 　

開設一周年記念シン 　 　 公江記念講堂 　

ポジウム「大学 　 　 　 　

ミュージアムと文化 　 　 　 　

財」 　 　 　 　

7.ファッションの哲学 単 2021年3月 関西経済連合会評 私たちの社会においては、ほとんどの領域の商品が「ファッショ

と産業のこれから 　 22日 議会　ＮＣＢ会館 ン・アイテム化」している。人が物を使って、その時の自分らしさ

　 　 　 （中之島センター を語ろうとすると、どんな物でもファッション・アイテムにな

　 　 　 ビル）２階 る。ファッションは、人間と物との関係の結び方でもあり、物に

　 　 　 　 囲まれて生きている私たちは、ファッションと共に生活している。

　 　 　 　

　 　 　 　 コロナ以降、SDGs、ダイバーシティ、エシカル、シェアリング、Eコ

　 　 　 　 マースなど、目新しい問題が出てきたように見えるが、ファッショ

　 　 　 　 ンは、昔からそういった矛盾をやりくりしてきた。服を着なくなる

　 　 　 　 こともないし、物で自分を語らなくなることもない。いかにアソシ

　 　 　 　 エートしていくかがこれからの課題。

　 　 　 　

8.武庫川女子大学生活 共 2021年1月 武庫川女子大学生 【要旨】

美学研究所　第2回定 　 23日 活美学研究所 近年、ファッションをミュージアムで展示することが定着してきま

例研究会 「 ファッ 　 　 　 した。今回は、中でも大きな注目を集める「ファッション イン

ションと展示の場 」 　 　 　 ジャパン 1945-2020―流行と社会」（2021年開催予定）と「ドレ

　 　 　 　 ス・コード？―着る人たちのゲーム」（2019～2020年）をそれぞれ

　 　 　 　 手掛ける島根県立石見美術館および京都服飾文化研究財団（KCI）の

　 　 　 　 方々をお迎えします。これら二つの展覧会を通して、日本における

　 　 　 　 ファッションのこれからと、ミュージアムにおける収集・保存・展

　 　 　 　 示について議論を深めます。

　 　 　 　

　 　 　 　 ◆講師：

　 　 　 　 南目美輝（島根県立石見美術館　学芸課長）

　 　 　 　 廣田理紗（島根県立石見美術館　主任学芸員）

　 　 　 　 石関亮（京都服飾文化研究財団キュレーター）

　 　 　 　 小形道正（京都服飾文化研究財団アソシエイト・キュレーター）

　 　 　 　 ◆コーディネーター：井上雅人（武庫川女子大学 生活美学研究所研

　 　 　 　 究員）

9.国民服・衣服研究 第 単 2020年02月 ゆまに書房 この雑誌は、昭和十六年十月の第一号からはじまり、『衣服研究』

2回配本 全4巻 衣服 　 25日 　 とタイトルを変え昭和十九年まで続けられた。その中での一番のイ

研究 1942（昭和17） 　 　 　 ベントは、「婦人標準服」の公募と審査だろう。当時の「総動員体

年10月～1944（昭和 　 　 　 制」という名が示す通り、幅広い領域の人々が動員され、衣服に関

19 ）年11月 　 　 　 わる文化政策に協力していく様がよくわかる。

　 　 　 　 また、創刊時の副題に「生活文化綜合雑誌」とあるように、戦時下

　 　 　 　 の生活や文化全般の話題も多く提供している。小説家から建築家ま

　 　 　 　 で、あらゆる生活と文化に関わる人々を巻き込んでおり、彼らが、

　 　 　 　 戦中に何を書いたか確認できる貴重な資料にもなっている。

　 　 　 　 雑誌『国民服』は、戦前の生活・家政学・ファッションが、いかに

　 　 　 　 変質し、あるいは引き続き、戦後の生活や文化へとつながっていっ

　 　 　 　 たかを証言してくれる貴重な資料である。

10.国民服・衣服研究　 単 2019年10月 ゆまに書房 財団法人大日本国民服協会の機関誌として創刊、戦時下の生活全般

第1回配本　全4巻　 　 　 　 の多岐にわたる話題を提供し続けた雑誌の復刻。

国民服　1941（昭和 　 　 　 大日本国民服は第二次世界大戦末期に日本国民の男性のほとんどが

16）年10月～1942（昭 　 　 　 着用した衣服で、簡便に軍服へ転用できる衣料の民間貯蔵を目的と

和17）年9月 　 　 　 して1940年春に制定され、昭和15年11月1日勅令725号「国民服令」

　 　 　 　 により着用が法制化した。その後、女性には婦人標準服が推奨され

　 　 　 　 た。しかし、それらの衣服は国民の生活に直ちに浸透したわけでは

　 　 　 　 なく、初期段階には普及のために様々な方策が取られた。その一環

　 　 　 　 として創刊された本誌は、いわば衣服の話題を中心としたプロパガ
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　 　 　 　 ンダ雑誌といえる。

11.上スハの1918年 単 2019年09月 共同研究「近代東 上諏訪は温泉地として有名な街道筋の歴史的な街で、製糸業の勃

　 　 02日 アジアの風俗史」 興、中央線の開通、諏訪神社の官幣大社昇格とともに郊外地や観光

　 　 　 （井上章一教授、 地として変化していった。大正7年は、産業都市として諏訪湖畔が一

　 　 　 斎藤光共同研究 番栄えた時期である。

　 　 　 員）国際日本文化 職人と農家の集落であった小和田は、脇を線路が通るようになり近

　 　 　 研究センター 代化の波をかぶるが、共同浴場を中心としたコミュニティを存続さ

　 　 　 　 せ、近代以前の習慣や地理的環境を残し現在に至っている。

　 　 　 　 小和田の青年は、伝統的な大工仕事を続け、神社へしばしば参拝

　 　 　 　 し、湯や舟を通した地縁的共同体の維持活動をしながらも、近代国

　 　 　 　 民国家の一員として、製糸産業と関わりを持ち、教育を受け続けな

　 　 　 　 がら、徴兵検査もうけつつ、映画・劇・スケート・登山・旅・写真

　 　 　 　 撮影など新しい娯楽を享受し、スペイン風邪にかかったり、高島病

　 　 　 　 院で治療を受けている。小和田の青年の一年分の日記を見ると、こ

　 　 　 　 れまで語られたのとは違った、近代地方都市の生活が見える。

12.二十世紀前半～中期、 単 2019年8月 「ドレス・コー 二十世紀前半から中ごろにかけての、日本の衣服との関わりは、①

日本の洋裁文化にお 　 31日 ド？　ーーー　そ 流行和服の時代、②自家裁縫洋服の時代、③プレタポルテの時代、

ける 服を作ること、 　 　 れぞれのファッ に分けることができる。

服を買うこと、 着 　 　 ション学の視点か 正しい洋服を作り、正しく着ることが求められた時代においては、

装のルールに従うこ 　 　 ら」 衣服のデザインに独自性は求められなかった。オリジナリティを追

と、 など「着る」た 　 　 求するだけがファッション・デザインではなく、エンジニアリング

めの社会的な行為に 　 　 会場：京都国立近 に近いような技術が求められたこともあった。こういった作品に対

ついて。 　 　 代美術館 1階講堂 しては、今とは違う鑑賞の態度が必要とされるので、パクリを指摘

　 　 　 　 しても意味がない。それぞれの時代に、それぞれの時代特有の衣服

　 　 　 　 との関わり方や、衣服の見方がある。美術館で展示された衣服を鑑

　 　 　 　 賞するためには、見る側にどのような資質が必要か、考えてみるの

　 　 　 　 も面白い。

　 　 　 　

　 　 　 　 登壇者：

　 　 　 　 内村理奈（日本女子大学家政学部 准教授）

　 　 　 　 平芳裕子（神戸大学大学院人間発達環境学研究科 准教授）

　 　 　 　 井上雅人（武庫川女子大学生活環境学部 准教授）

　 　 　 　 小形道正（京都服飾文化研究財団 アシスタント・キュレーター）

13.「パノラマとしての 単 2019年07月 髙島屋資料館 呉服店からはじまった百貨店と、ファッションとの関係はとても深

百貨店」展企画展関 　 06日 TOKYO く、戦前において百貨店はすでに、上流階級向けの流行の発信地に

連セミナー「ファッ 　 　 　 なっていました。

ションと百貨店」 　 　 　 ところが戦後になると大衆による洋裁文化が勃興し、百貨店は転換

　 　 　 　 を強いられます。そこで百貨店は、パリのクチュリエたちのライセ

　 　 　 　 ンス販売を行い、流行の発信地であり続けようとしました。しか

　 　 　 　 し、それらは必ずしも利益を生まず、その後にブランド依存の体質

　 　 　 　 も残しました。

　 　 　 　 百貨店が「デパート」と呼ばれた60年代を中心に、語っていただき

　 　 　 　 ます。

14.IGSセミナー（東アジ 単 2018年6月 お茶の水女子大学 男性、工業化、政治、有名性を中心に語られて来た歴史において、

アにおけるジェン 　 26日 ジェンダー研究所 生活の中で、女性たちがいかにして対抗文化をひっそりと育んだ

ダーと政治②） 「近 　 　 　 か、洋裁を通した女性の主体的な文化形成、工業化や生活技術の外

代日本のファッショ 　 　 　 部化以外の近代化の道、戦争を挟んで変化したこと変化しなかった

ン文化を再考する： 　 　 　 ことなど、現在の歴史学やジェンダー論への反省的な見直しから浮

女性・近代化・対抗 　 　 　 かび上がってくる近代日本のファッション文化を再考する。

文化」 　 　 　 　

15.戦後日本のファッ 単 2018年02月 京都服飾文化研究 日本のファッション史における継続と断絶、神話化と神話作用につ

ション 　 19日 財団 いての解説。

　 　 　 　 「鹿鳴館以降、洋装化（衣服の近代化）が始まった。」「白木屋の

　 　 　 　 火災で洋装が広まった。」「第二次世界大戦によって、洋装化が中

　 　 　 　 断した。」「「アンアン」によって、衣服は作るものから買うもの

　 　 　 　 に変わった。」「「1980年代における日本の「ファッション革命」

　 　 　 　 は、劇的に世界のファッションを変えてしまった。」（Valerie

　 　 　 　 Steele）」といった神話を、一つ一つ解きほぐしていく必要があ

　 　 　 　 る。
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16.ファッションって？ 共 2017年11月 ロームシアター京

　―服について、学 　 03日 都 パークプラザ 「これからの時代、どのように"ファッション"と付き合っていけば

ぼう― 　 　 　 良いのでしょうか――。

　 　 　 　

　 　 　 　 ゲストに井上雅人さん、蘆田裕史さん、藤井美代子さんをお招き

　 　 　 　 し、

　 　 　 　 これからのファッションについてお話ししていただきます。

　 　 　 　

　 　 　 　 異なる特色を持つブランドをご紹介し、その特徴や差異から

　 　 　 　 今の時代の「ファッション」を読み解きます。

　 　 　 　 また若手ブランドのアイテムを扱うセレクトショップをやっていく

　 　 　 　 ことの意味、

　 　 　 　 ファッション業界に携わることに希望はあるのかなどなど。

　 　 　 　 様々な視点からお話いただきます。」

　 　 　 　 （京都岡崎蔦屋書店webサイトより）

17.嗜好品とモダンデザ 単 2017年07月 嗜好品文化研究会 ウィリアム・モリスからはじまり、バウハウスで完成するとされる

イン 　 08日 　 「モダンデザイン（思想）」と、それへの反発である「反近代」と

　 　 　 　 しての「ポストモダン」という視点で、近代のものづくりを考えて

　 　 　 　 行くことには無理が出てきている。「嗜好品」という切り口からだ

　 　 　 　 と、新しいデザイン史が見えてくる。

18.図鑑デザイン全史 共 2017年07月 東京書籍 Design: The Definitive Visual History(DK)の翻訳

　 　 06日 　 　

19.戦後70年の軌跡　戦 単 2015年08月 朝日カルチャーセ 日本では洋装化が、大衆化のプロセスの中で起こった。もちろん、

後日本のファッショ 　 30日 ンター　新宿教室 戦前には上流階級における洋服の文化があり、和服においては百貨

ンと民主主義 　 　 　 店やメディアがからんだ高度な消費社会的なかけひきはあった。し

　 　 　 　 かし、総動員体制における徹底した身体の平等化と、戦後に占領軍

　 　 　 　 が持ち込んだ「民主化」という概念の、具体的な解釈の形として、

　 　 　 　 現在の日本のファッションはスタートしている。「大衆」や「中

　 　 　 　 流」という、のっぺりと漠然とした層にむけてファッションが作ら

　 　 　 　 れてきたということは、この社会の性格を見事に反映している。

　 　 　 　 「ファッション」と「民主主義」から、戦後日本の社会を読み解

　 　 　 　 く。

20.「ファッションを考 共 2015年05月 gallery110 「ファッションと場」について考えることを目的としたレ連続トー

える：ショップ」 　 24日 　 クイベントの第1回。

　 　 　 　 登壇者：成実弘至・井上雅人・蘆田裕史

21.剣持勇の世界 単 2015年05月 同志社大学今出川 第６回デザイン史研究会

　 　 16日 キャンパス至誠館 　

　 　 　 5階共同研究室 　

22.長沢節　洋裁文化の 単 2014年10月 Think of Fashion 長沢節は、戦後の日本を代表するスタイル画家であり、華やいだ少

イコン 　 11日 021 女たちを描いた中原淳一と対照的に、色気のある大人の女性と、線

　 　 　 　 の細い男性を描いた。スタイル画は、現在ではデザイン画と混同さ

　 　 　 　 れてしまうが、写真印刷が不鮮明な時代にあって、写真以上にコレ

　 　 　 　 クションの昂奮を伝えることのできる、時代特有のメディアであっ

　 　 　 　 た。長沢は、「長沢はひとりでいい」と言われるくらい模倣され賞

　 　 　 　 賛された時代の寵児であった。しかし、あまり注目されることは無

　 　 　 　 いが、長沢はスタイル画家以上に、当時のファッション界における

　 　 　 　 プロデューサーとして活躍した。セツ・モードセミナーを創立して

　 　 　 　 多くの学生を教えただけでなく、日本発のモードや既製服開発の中

　 　 　 　 心となり、『an・an』などファッション雑誌の創刊に深く関わっ

　 　 　 　 た。はたして長沢を節点として、いかなるものたちが交叉したの

　 　 　 　 か。

　 　 　 　 戦後日本のファッションを考える。

23.「Future Beauty」展 共 2014年05月 gallery110 京都国立近代美術館で開催の「Future Beauty」展についてのトーク

を語る 　 04日 　 イベント。

　 　 　 　 展覧会の主催者である京都服飾文化研究財団にも所属する石関を中

　 　 　 　 心に、座談会形式で展示について経緯や裏側を含めて語りあった。

　 　 　 　

　 　 　 　 登壇者：石関亮・成実弘至・井上雅人・小北光浩・蘆田裕史

24.「日本のイタリア 共 2014年03月 gallery110 「古田賢とイタリアファッション展　ヴェルサーチ コレクションを
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ファッションについ 　 02日 　 中心に」

て考える」 　 　 　 2014年2月28日～3月9日、gallery 110におけるヴェルサーチ研究者の

　 　 　 　 古田賢によるイタリアファッションコレクションの展示における

　 　 　 　 トークイベンド。

25.1960 年代のデザイン 単 2013年10月 シンポジウム 日本の洋装化140 周年を記念して2012 年からはじまったClothing

　 　 12日 「1960s―メンズ・ Japan という研究プロジェクトの一環として、また特別展示『日本

　 　 　 ファッションの黎 の男服―メンズ・ファッションの源泉』の関連企画として開催。

　 　 　 明期」 石津祥介 （ファッション・ディレクター）、くろすとしゆき（服飾

　 　 　 神戸ファッション 評論家、元ＶＡＮ企画本部長）、白井俊夫（信濃屋 取締役仕入担

　 　 　 美術館 当）、畑埜佐武郎（元エドワーズ・デザイナー）、百々徹（神戸

　 　 　 　 ファッション美術館）、成実弘至（京都造形芸術大学准教授）、石

　 　 　 　 関亮（京都服飾文化研究財団学芸員）、井上雅人 （武庫川女子大学

　 　 　 　 専任講師）、難波功士 （関西学院大学教授）

26.デザイン史研究の現 単 2013年08月 帝国ホテルタワー 第４回デザイン史研究会

況 　 23日 （インペリアルタ 　

　 　 　 ワー）9階・武庫川 　

　 　 　 女子大学東京セン 　

　 　 　 ター 　

27.コムデギャルソン論 単 2013年05月 Think of Fashion 『アンアン』の1984年9月21日号に、「現代思想界をリードする吉本

争とアンアン革命 　 　 26日 008 隆明の「ファッション」」という文章が見開きで掲載された。そし

DCブランドブームを 　 　 　 て、これが掲載された後に、吉本隆明と埴谷雄高の間に「コム・

考える 　 　 　 デ・ギャルソン論争」と呼ばれる一連のやりとりがあった。この論

　 　 　 　 争にたいする評価は、非常に低い。「コム・デ・ギャルソン論争」

　 　 　 　 と言いながら、「コム・デ・ギャルソン」に関する議論は、やり取

　 　 　 　 りの最後にならないと出て来ない。しかし85年に起きたこの論争は

　 　 　 　 女性が洋服を作ることから買うことになった時期の、象徴的な事件

　 　 　 　 でもあるのだ。「コム・デ・ギャルソン論争」や「アンアン革命」

　 　 　 　 という言葉を通して、「DCブランドブーム」をもたらした社会につ

　 　 　 　 いて考える。

28.ファッションの外野 共 2013年02月 心斎橋スタンダー 西谷真理子・蘆田裕史・井上雅人・千葉雅也

が自由に語るコムデ 　 06日 ドブックストア 　

ギャルソン論──研 　 　 （大阪） 　

究者編 　 　 　 　

29.カペルとは誰か―神 単 2012年11月 「日本の洋装化 「神戸で初めての洋服店は、神戸開港の翌年、明治２年（1869）イ

戸仕立業はじめ 　 12日 140周年記念シンポ ギリス人のカペルが旧居留地(現神戸市役所東遊園地附近）16番館に

　 　 　 ジウム 開業した洋服店」とされている。カペルとは、Philip Samuel

　 　 　 CLOTHING JAPAN Cabeldu のことであるが、実像とは大きくずれている。「カペル」

　 　 　 140 が象徴しているものは何か。

　 　 　 日本の洋服の原 　

　 　 　 点」 　

　 　 　 神戸ファッション 　

　 　 　 美術館 　

30.Kawaii Zakkaの可能 共 2012年07月 「Kawaii Zakka 展 スピーカー 岡田栄造（京都工芸繊維大学准教授）・井上雅人（武庫

性 　 14日 覧会 ～カワイイと 川女子大学講師）

　 　 　 カワイクナイの間 たかぎみ江（ぽむ企画）・多田智美（MUESM・編集者）

　 　 　 ～」シンポジウム 　

　 　 　 中之島デザイン 　

　 　 　 ミュージアム de 　

　 　 　 sign de 　

31.ファッションの批評 共 2012年03月 スタンダードブッ ファッション批評誌『fashionista』創刊を記念したトークイベント

について考える 　 03日 クストア　心斎橋

　 　 　 　 登壇者：井上雅人・蘆田裕史・水野大二郎

32.ファッションとアー 共 2010年11月 『スティルライフ 井上雅人/成実弘至/百々 徹/蘆田裕史/石関 亮

トの現在 　 21日 / CENTER EAST＋ 　

　 　 　 井上雅人』展シン 　

　 　 　 ポジウム 　

　 　 　 京都造形芸術大学 　

　 　 　 　ギャラリーRAKU 　

33.「スティルライフ　 　 2010年10月 京都造形芸術大学 CENTER EAST　との共作「stilllife」シリーズの展示。
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井上雅人　＋　 　 　 ギャラリーRAKU 　

CENTER EAST」展 　 　 　 　

34.アートは地域を救え 共 2010年09月 西宮ビエンナーレ ○パネラー：藤本由紀夫（「ヴェネツィア・ビエンナーレ」）、中

るか 　 06日 2010シンポジウム 瀬康志（FUJINO国際アートシンポジウム・ 神奈川）、端聡（CAI現

　 　 　 代芸術研究所・札 幌）、山重徹夫（中之条ビエンナーレ・群

　 　 　 場所：旧船坂小学 馬）、小野寺優元（国際野外の表現展比企・埼玉）、江上弘（我孫

　 　 　 校体育館（西宮市 子国際野外美術展・千葉）、中田洋子（琵琶湖ビエ ンナーレ・滋

　 　 　 山口町船坂2103- 賀）、松尾寛（銀聲舎・和歌山）、高見沢清隆（六甲ミーツアー

　 　 　 2） ト・神戸）、西野昌克（有馬温泉路地裏アートプロジェクト）、田

　 　 　 　 中圭一（堺市教 育委員会指導主事）、河南誠（丹波篠山まちなみ

　 　 　 　 アートフェスティバル）、櫻井淳子（千早赤阪村野外美術展in棚

　 　 　 　 田）

　 　 　 　 ○コメンテーター：小吹隆文（美術ライター）、他

　 　 　 　 ○司会：井上雅人（社会学者・武庫川女子大学専任講師）

　 　 　 　 ○オブザーバー：水野順之（文化・芸術による福武地域振興財団事

　 　 　 　 務局）

　 　 　 　 ○ホスト：藤井達矢（総合ディレクター）、北夙川不可止（舞台公

　 　 　 　 演担当ディレクター）

35.世界デザイン会議 共 2010年07月 デザイン史学研究 会　場：津田塾大学 AVセンター1階

1960再考─WoDeCo 　 17日 会　第８回シンポ 榮久庵憲司（インダストリアルデザイナー）

50周年をめぐって─ 　 　 ジウム 柏木　博（武蔵野美術大学教授・デザイン評論家）

　 　 　 　 井上雅人（武庫川女子大学講師）井口壽乃（埼玉大学教授・デザイ

　 　 　 　 ン史学研究会会長）

36.洋裁文学と映画 単 2007年06月 MKCR第4回国際シン かつて戦後の社会において、洋裁を舞台とした文学と、それを原作

　 　 24日 ポジウム「東アジ とした映画が数多く作られた。というのも、当時の社会には、洋裁

　 　 　 アにおける洋装化 家、洋裁師、ドレスメーカーなどと呼ばれた「デザイナー」がどの

　 　 　 と洋裁文化の形 ような存在で、どのような生活をしていたかについて、分かりやす

　 　 　 成」 く使いやすい共通のイメージがあったからである。それは、社会の

　 　 　 　 なかで一人生きていく女性というイメージである。

37.ファッションと身体 共 2005年07月 日本経済評論社 ジョアン・エントウィスル著　協同翻訳

38.関西ファッション史 単 2004年07月 武庫川女子大学中 『関西におけるファッション（衣）文化の形成－裁縫習得及び衣服

の形成にむけて 　 26日 央キャンパス 作りに関する事例発掘を通して－』の研究会

39.「衣服文化と伝統の 単 2004年02月 国立民族学博物館 国立民族学博物館共同研究『【13】モノに見る生活文化とその時代

創造」 　 　 　 に関する研究－国立民族学博物館所蔵の大村しげコレクションを通

　 　 　 　 して－』発表

40.「無駄の効用 -揺ら 共 2004年01月 国立研究開発法人 コメンテーターおよび実行委員

ぎと遊び-」 　 　 科学技術振興機構 　

　 　 　 異分野研究者交流 　

　 　 　 フォーラム 　

６．研究費の取得状況
1.ファッションスタ 共 2023年度～ 科学研究費 研究分担者

ディーズの樹立に向 　 2027年度 研究種目　挑戦的 　

けた日本的課題解決 　 　 研究(開拓) 　

のための挑戦的研究 　 　 審査区分中区分1　 　

　 　 　 思想、芸術および 　

　 　 　 その関連分野 　

2.モノにみる現代日本 共 2012年度～ 科学研究費 研究分担者

の生活文化と歴史の 　 2015年度 研究分野： 　

発掘とその活用に関 　 　 文化人類学・民俗 　

する研究 　 　 学 　

　 　 　 研究種目： 　

　 　 　 基盤研究(C) 　

3.最初期テレビCMの学 共 2009年度～ 科学研究費 研究分担者

際的研究-ネットワー 　 2011年度 新学術領域研究(研 　

ク配信による研究・ 　 　 究課題提案型研究 　

教育活用システムの 　 　 費） 　

構築 　 　 　 　

4.現代日本のポピュ 共 2009年度～ 科学研究費 研究分担者

ラーカルチャーの相 　 2010年度 研究分野： 　
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６．研究費の取得状況
関分析による成立基 　 　 芸術学・芸術史・ 　

盤の実証的研究 　 　 芸術一般 　

　 　 　 研究種目： 　

　 　 　 挑戦的萌芽研究 　

5.暮らしにおけるモノ 共 2004年度～ 科学研究費 研究分担者

と人との相互的関係 　 2006年度 研究分野： 　

に関する生活文化学 　 　 文化人類学・民俗 　

的研究 　 　 学 　

　 　 　 研究種目： 　

　 　 　 基盤研究(B) 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

　 大正イマジュリィ学会

　 日本生活学会
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